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(3)  この料理は簡単だからいいね。材料費もいらないし。 
(3’) この料理は簡単だからいいね。それに材料費もいらない。 






(4) a. 意見(不満)を述べながらも、断定・言い切りを避け、語尾を濁す感じの発話 
「私もやるし」「見てないし」「そんなこと言われても困るし」 









「やったし」、「テレビ見たし」      (朴 2005: 31-32、一部筆者により改変) 
 
上記 2つの研究から、文末の「し」には「累加」や「理由」など接続助詞の「し」と共










理由から、調査 A では用例を収集する資料として漫画が適切であると考えた。 
 
2.1. 調査概要 




・作品概要: 『バクマン。』 埼玉県が舞台。中学 3年生の男子生徒 2人が、漫画家として成
功するという夢に向け奮闘する姿を描く。主人公の男子生徒 2人の発話が多い。 
・分量: 約 200ページ／冊(1ページあたりの文字数: 120字前後) 
・作者の情報: 原作者: 大場つぐみ1 ／東京都出身、埼玉県在住。  
 
調査 B: 録音した談話を用いた調査 
 許可を取って複数人の会話を録音し、文末に「し」が現れている部分をすべて書き起こ
した。録音の日時と時間及びインフォーマント情報(年齢/性別/言語形成地域)については以
下の通りである。なお、インフォーマント B は筆者である。 





( 2011年 9月 2日/2時間 17分 37秒) 
A: 21歳/女性/茨城 B: 22歳/女性/東京、栃木 
・第 2回談話録音調査 
(2011年 9月 5日/3時間 12分 25秒) 
B: 22歳/女性/東京、栃木 C: 22 歳/女性/東京 
・第 3回談話録音調査 ・第 4回談話録音調査 
文末の「し」の用法について 













調査 B では文末に「し」が用いられている発話は 245例あった。なお、文末の判断基準
は調査 A と同様である。調査 A、Bの調査結果の詳細を、表 1にまとめる。 
 
表 1: 調査結果 
調査 A 用例数 調査 B 用例数 
『バクマン。』1 27 第 1回談話録音調査 51 
『バクマン。』2 19 第 2回談話録音調査 105 
『バクマン。』3 17 第 3回談話録音調査 26 
『バクマン。』4 16 第 4回談話録音調査 63 
『バクマン。』5 16 調査 A・B合計 340 
 











(2011年 9月 6日/48分 21秒) 
B: 22歳/女性/東京、栃木 D: 21 歳/男性/茨城 
( 2011年 9月 8日/4時間 17分 37秒) 
B: 22歳/女性/東京、栃木 E: 23 歳/女性/静岡 
F: 21 歳/女性/神奈川     G: 20歳/女性/群馬  
H: 19歳/女性/埼玉      I: 21 歳/女性/山梨 
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表 2: 「から」「それに」置き換え分類結果 
 調査 A 調査 B 計 
「から」＋「それに」－ 48 89 137 
「から」＋「それに」＋ 14 87 101 
「から」－「それに」－ 18 34 52 
「から」－「それに」＋ 15 35 50 
計 95 245 340 
 
3.1.1. 「から」＋「それに」－ 
(5) A: なんか、就活実際年内にやるの？ 
    B: わかんない。やりたいと思った時にやればいいんじゃない？なんか、すごい遅く始
めて決まる人いるしね。3月とかにね。なんかそれ、人それぞれ。 
(第 1回談話録音調査) 
(6) 高木「なっ やってみようぜ」 
真城「あのさ 読書感想文とかとマンガ 全然違うし」 











(7) B:  まじバイトしなきゃなー。 
C:  10月から。 
B: 9月はいいや。卒論忙しいし。 
C: 夏休みだもん。合宿あるし。                             (第 2回談話録音調査) 
 










(8) B: 結局行き先も決まってないじゃん。 
D: はい… 





－では 52例中 25例に感情が表れていた。 
 
3.1.4. 「から」－「それに」＋ 
(9) 見吉「真城 睡眠時間 3時間だって…… 学校でも寝ないで なんか描いてるし」 
高木「3時間！………」                                           (バクマン。5 ) 
(10) C: 実際留学楽しそうだよね。 
B: 楽しそう。今しかできないし。 
C: そう。 
B: いいなあ。1年とか行ったらね。絶対楽しいよ。            (第 2回談話録音調査) 
(11) 高木「なあ 俺達 恵まれてるよな 皆が応援してくれてる サイコーのおじさんの 
























表 3: 構文的特徴による分類結果 
 形 調査 A 調査 B 計  形 調査 A 調査 B 計 
 共起要素ナシ 45 79 124 副詞・
助詞 






「も」 21 59 80 「どうせ」 1 1 2 
「仮定」 4 29 33 「やっぱり」 0 2 2 
「逆接」 7 21 28 前後の
文末 
「じゃん」 9 15 24 
「しかも」 1 24 25 「もん」 1 6 7 
「だから/から」 3 10 13 後続要
素 
「ね」 2 44 46 
「だって」 1 8 9 「さ」 0 12 12 
「なんて」 6 0 6 「な」 3 1 4 








＜主張＞: 話し手の意見や主張 ＜根拠＞: 主張に対する根拠、理由、裏付け 
文末の「し」の用法について 
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＜問い＞: 話し手による問いかけ ＜答え＞: 問いに対する応答、答え 
＜提案＞: 話し手の聞き手に対する提案 ＜反論＞: 主張、提案に対する反論 
 
表 4: 要素による分類結果 
分類 調査 A 調査 B 計 分類 調査 A 調査 B 計 
＜主張＞に対する＜根拠＞「し」 49 183 232 ＜反論＞「し」 3 3 6 
＜主張＞「し」 19 20 39 ＜反論＞に対する
＜根拠＞「し」 
0 2 2 
＜要素ナシ＞「し」 11 21 32 ＜提案＞に対する
＜根拠＞「し」 
0 2 2 
＜問い＞に対する＜答え＞「し」 8 5 13 ＜問い＞に対する
＜根拠＞「し」 
0 1 1 
＜答え＞に対する＜根拠＞「し」 5 8 13 計 95 245 340 
 
3.4. 感情による分類 
感情が強く表れている例は、調査 A で 18例、調査 Bで 28例の計 46例あった。感情の表
れとして分類したものは、[不満、苛立ち、責め立て、侮蔑、遠慮、戸惑い、驚き、興奮、
動揺、自慢、嘆き]の 11種である。各用例の分布は表 5の通りである。 
 
表 5: 感情による分類結果 












i. [驚き] 1 1  
 
5 
b. [苛立ち] 1 2 j. [興奮] 0 2 
c. [責め立て] 1 1 k. [動揺] 1 0 
d. [侮蔑] 0 2 l. [自慢] 0 4  





f. [遠慮]  2 1  
 
8 
計 18 28 46 
g. [戸惑い] 3 0 
h. [迷い] 2 0 
 
上記の表の a, b, c, d, e を[不満]系、f, g, hを[戸惑い]系、i, j, kを[驚き]系、l, mを[主張]系





感情が表れている 46 例のうち 25例が、「から」－「それに」－の例であった。つまり、
中澤 明恵 
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「累加」にも「理由」にも入らない用例が感情を表すことが多いということである。また、
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